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本
格
的
な
夏
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
、
当
家
族
会

の
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
去
る
六
月
十
六
日
に
苫
小
牧
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
今
年
度
の

家
族
会
総
会
が
十
二
家
族
会
二
十
三
名

の
参
加
の
も
と
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
当

日
は
、
来
賓
に
北
海
道
知
的
障
が
い
児
・

者
家
族
会
連
合
会
の
会
長
小
野
正
弘
様

の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
開
催
に
あ
た
っ

て
の
ご
挨
拶
並
び
に
家
族
会
を
取
り
巻

く
情
勢
に
つ
い
て
、
分
り
易
く
丁
寧
な
説

明
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
小
野
会
長

に
お
か
れ
ま
し
て
は
大
変
お
忙
し
い
中
、

ご
参
加
い
た
だ
き
衷
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

総
会
で
は
、
前
年
度
の
事
業
報
告
並
び

に
決
算
報
告
、
監
査
報
告
、
ま
た
、
今
年

度
の
事
業
計
画
と
予
算
に
つ
い
て
審
議

を
お
こ
な
い
、
全
て
ご
承
認
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
今
後
の
活
動
の
方
向
性
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
運
営
の
活
性
化
に 

つ
い
て
共
有
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
特

に
今
年
度
は
、
来
年
に
開
催
予
定
の
全
国

知
的
障
害
者
施
設
家
族
会
連
合
会
北
海

道
大
会
に
向
け
て
、
各
種
の
準
備
や
協
力

体
制
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

更
に
は
、
め
ま
ぐ
る
し
い
社
会
情
勢
の

な
か
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
の
廃
止
後

の
、
施
策
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
私
た
ち

家
族
と
し
て
も
不
安
な
思
い
が
あ
り
注

視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

今
後
と
も
、
施
設
を
利
用
さ
れ
て
い
る

皆
様
が
、
安
全
で
安
心
し
て
、
心
豊
か
に

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
関
係
機
関

と
手
を
携
え
な
が
ら
活
動
を
充
実
し
て

参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
当
家
族
会
に
対

し
、
皆
様
方
の
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
         

 

     
 

  

六
月
二
十
八
日
（
木
）
付
け
の
北
海
道

新
聞
朝
刊
に
“
「
程
度
区
分
」
見
直
し
先
送

り
”
と
し
た
タ
イ
ト
ル
で
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
障
害
者
総
合
支
援
法
が
成
立
し
て
、

来
年
四
月
施
行
さ
れ
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ

ま
し
た
。
政
府
が
今
国
会
に
提
出
し
た
障

害
者
総
合
支
援
法
案
が
六
月
二
十
日
の
参

院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
裏
面
に
記
事
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。 

     

全
施
連
は
昨
年
十
月
に
支
部
長
会
議
の

議
決
を
経
て
、
法
人
化
の
手
続
き
を
進
め

て
い
ま
し
た
が
、
一
般
社
団
設
立
申
請
は

十
月
二
十
八
日
付
け
で
受
理
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
度
の
平
成
二
十
三
年
度
第
三
回

支
部
長
会
を
一
般
社
団
法
人
設
立
総
会
と

し
て
宮
崎
市
青
島
の
ビ
ー
ム
ビ
ー
チ
ホ
テ

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。 

（
全
施
連
ニ
ュ
ー
ス
第
２
号
よ
り
抜
粋
）
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第
８
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国
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障
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国
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会
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開
催
日 

十
一
月
六
（
火
）
～
七
日
（
水
） 

 

場
所 

 

大
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全
日
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「
第
９
回 

 

全
国
知
的
障
が
い
者
施
設 

家
族
会
連
合
会
全
国
大
会
イ
ン
札
幌
」 

 

日
程
： 

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
一
日
（
月
） 

～
二
十
二
日
（
火
） 

 

場
所
：
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌 

 

参
加
者
：
我
が
子
等
の
幸
せ
を
願
う
仲

間
が
全
国
か
ら
多
数
参
加
さ
れ

る
予
定
で
す
。
各
家
族
会
か
ら

一
人
で
も
多
く
の
参
加
を
要
請

し
ま
す
。 

 

内
容
：
大
学
教
授
の
基
調
講
演
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
交
流
会 

し
せ
つ
ち
ょ
う 

        

平
成
二
十
四
年
度
に
入
り
、
新
規
の
日

胆
家
族
会
へ
の
入
会
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
六
月
十
三
日

付
け
で
勇
払
郡
安
平
町
に
あ
り
ま
す
社
会

福
祉
法
人
富
門
華
会
（
ふ
も
ん
け
か
い
）

の
富
門
華
寮
父
母
の
会
が
入
会
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
父
母
会
の
会
長
は
、
平
田
秀
雄

様
、
事
務
局
長
は
同
施
設
の
米
澤
洋
一
施

設
長
で
あ
り
会
員
数
五
十
名
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

        

今
年
度
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
家
族
会

ニ
ュ
ー
ス
は
、
全
施
連
を
は
じ
め
家
族
会

情
報
や
福
祉
の
動
向
に
つ
い
て
時
事
通
信

の
機
能
を
果
た
し
、
更
に
は
、
関
係
団
体

を
つ
な
ぐ
、「
か
け
は
し
」
の
役
割
を
果
た

せ
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
（
事
務
局
）

 

会長 津脇清一郎


